
首都直下地震防災訓練を実施しました（東扇島会場 H26.10.29 ） 

１． 参加機関・人員（１３機関、３００名） 

関東地方整備局（千葉港湾事務所、東京港湾事務所、東京空港整備事務所、京浜港湾事務所、東京湾口航路事務所、荒川下流河川事務所、横浜国道 

事務所）、関東運輸局、第三管区海上保安本部（羽田航空基地、川崎海上保安署）、川崎市（港湾局、消防局）、神奈川県警（川崎臨港警察署、航空隊、 

機動隊）、陸上自衛隊（第１師団）、東京電力（川崎支社）、日立建機日本㈱（関東支社）、（一社)日本埋立浚渫協会関東支部、川崎港運協会、神奈川倉庫 

協会、（一社）日本自動車連盟（JAF）（神奈川支部）、防災エキスパート 

２． 主な訓練内容 

① 応急復旧訓練（防災拠点内液状化、岸壁背後陥没）②緊急確保航路啓開 ③緊急物資輸送（陸・海・空） 

３． 初めての取り組み 

① 羽田空港を活用したヘリコプターによる物資輸送（陸自、海保） 

② 羽田空港を活用した船舶による物資輸送 

③ 貨物船による耐震強化岸壁から耐震強化岸壁への物資輸送（川崎港東扇島→東京港中央防波堤内側地区－９ｍ岸壁）    

参集訓練 たかしまⅡ 参集訓練  

人命救助 川崎市臨港消防署  緊急輸送路啓開 JAF  緊急確保航路啓開 浮遊油放水拡散 緊急確保航路啓開 うらなみ  

関東地方整備局 べいくりん 

川崎海上保安署 しおかぜ 

 

 

海底障害物探査（ナローマルチ）  

ベル４１２ 

開会式挨拶 

関東地方整備局 下司副局長  

人命救助 緊急交通路規制  

川崎臨港警察署  

国土交通省関東地方整備局 

首都圏臨海防災センター 



 

 

   

   

応急復旧 仮設橋梁設置  応急復旧（液状化） 大型鉄板敷設   ライフライン応急復旧 東京電力   緊急物資輸送 荒川での荷下ろし   

羽田空港から物資輸送   

陸上自衛隊第１師団第１飛行隊 UH-1J 

羽田空港から物資輸送   

第三管区海上保安本部「いぬわし」 

第 

羽田空港から物資輸送「江戸」   

 

貨物船（267t）による物資輸送   

負傷者救急搬送   

神奈川県警「たんざわ」 

負傷者救急搬送   

川崎市消防局航空隊「そよかぜ２」 

東扇島防災拠点から海上輸送  

閉会式講評 

関東地方整備局 松永港湾空港部長  

津波避難訓練 

川崎市港湾局「つばめ」  


